
5月9日（火）、昨年に続き２回目となる自由民主党との政策協議を
開催しました。航空連合は運動方針で「与党に対して政策の理解促進
を図り、政策実現力の強化をめざす」ことを掲げています。協議には
労働組合の窓口となる小渕 優子（おぶち ゆうこ）組織運動本部長や森 英介
（もり えいすけ）労政局長をはじめ６名の国会議員が出席しました。
内藤会長が「政権与党としての政策実行力、予算確保への期待は

大きい。職場の実態を皆様にしっかりとお伝えしたい。」と述べたの
に対し、小渕議員からは「前回は職場で働くみなさんの声に学ぶとこ
ろが多くあった。それから1年が経過し職場の状況も変化していると
認識している。党として政策をどうリードしていくべきか、働く
皆さんの声にしっかりと耳を傾けたい。」との受け止めが示され、
人材確保や脱炭素など、多岐にわたるテーマで活発な意見交換がおこ
なわれました。引き続き、政策実現力の強化を軸に、与野党との積極
的な対話に取り組み、航空連合の価値を発揮していきます。
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※撮影時のみマスクを外しています。

左から）鷲尾 英一郎（衆）、梶山 弘志（衆）、衛藤 晟一（参）、森 英介（衆）、

小渕 優子（衆）、内藤航空連合会長、津島 淳（衆）、白石航空連合副会長
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